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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率

8/25 現在 

父島 

99.6/100 

母島  

84.4/100 

７月気象状況   （父島）

最高気温   32.5℃ 

最低気温   24.2℃ 

平均気温   27.6℃ 

平均湿度   82％ 

月降水量   63.5mm

住民基本台帳登録者数（８/１） 

             2,357 人 

             父島      母島   

  人口      1,914 人   443 人 

  世帯      1,021     238 

短期滞在者     16 人      6 人 

ＮＯ．５０３ 

平成1７年(2005) 

９/１(木) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

 

 小笠原村の情報化に向けて ～平成１７年度地域情報化整備概要について～   
 

村では、平成１３年度に策定した『小笠原村地域情報化計画』に基づき、村内の情報化を推進しています。 
村内にブロードバンド環境を構築することにより、皆さんが各種行政情報を容易に利活用できる環境を提供すると共

に、防災・医療・福祉・教育などのサービスにおいて、双方向のコミュニケーションを実現する事を目的としています。 
昨年度は、情報センター（大根山）設備整備および外構工事が終了しました。 
今年度は、この事業の核となる村内基幹光ケーブル網整備、基幹情報システム構築および情報センターの供用開始に向

けた、情報センター内情報機器整備を計画しています。       ●問合せ先 総務課ＩＴ推進係 ２－３１１１ 
 
１．基幹光ケーブル網整備（光ケーブル総延長 ３７．４ｋｍ）        ２．基幹情報システム整備 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．情報センター機器整備 

 

●基幹光ケーブル網    １３．８km 

●支線（公共機関接続）   １２．６km 

●父島小計           ２６．４km 

●基幹光ケーブル網     ４．４km

●支線（公共機関接続）    ６．５km

●母島小計           １０．９km

父島・母島において、各世帯までの引き込み（FTTH）を考慮した

設計による島内基幹光ケーブル網敷設工事を行います。当面は、

行政拠点間および防災無線拡声子局の情報伝送路としての利用並

びに通信事業者への貸与を計画しており、これにより平成１８年６

月以降、ＮＴＴ ＤｏＣｏＭｏでｉモードの利用が可能となります。 

地域の防災・医療福祉・教育などの各種サービスにおいて、双方

向のコミュニケーションを実現するための各種システムを整備し

ます。 

行政関係 

○行政サービスの向上と共に、観光情報などを提供

することにより、村民以外にも小笠原村の情報を提供

することを目的とします。 

議会中継、イベント情報の提供、公共施設利用申込な

ど 

医療福祉関係 
○健康情報を記録し、ＴＶカメラ付端末を通じて医師や

保健師による適切な健康相談・指導を双方向に行うこ

とができます。 

防災関係 

○KIOSK 端末や電光掲示板（LED）などにより、防災情

報を的確かつ迅速に、いつでも入手することができる

ようになります。 

台風情報、地震・津波情報、天気予報など 

その他 

○エルネット（教育情報衛星通信）を利用した遠隔授

業の実施が可能になります。 

○村内に設置したライブカメラより島内の情報を配信

します。 

 村民や観光客が各種情報機器を自由に利用できる施設としての

機器整備を実施します。パソコン研修室を利用した、村民のため

のパソコン研修会や、セミナー室での講演会、電子工房を活用し

たSOHO環境の提供等、様々なサービスを提供します。 

電子工房 
セミナー室

PC研修室 
サーバー室 

ワークステーション3台 

ノートPC6台 

ノートPC22台 

大型ディスプレイ1台 

 

地域情報化の詳細について説明会を行ないます。
 

【父島】 

９月２６日（月） 午後７時 ： 地域福祉センター 

【母島】 

９月２７日（火） 午後７時 ： 母島村民会館 

母島 父島 

小笠原村情報センター
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小
笠
原
村
職
員
の
募
集 

 

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
】
一
般
事
務 

若
干
名 

 

【
採
用
予
定
日
】
平
成
17
年
12
月
１
日
以
降 

 

【
勤
務
場
所
】
本
庁
ま
た
は
事
業
所 

 

【
待
遇
】
小
笠
原
村
給
与
条
例
等
に
よ
る 

 

【
受
験
資
格
】 

 

《
大
学
卒
業
区
分
》 

昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
58
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方 

《
高
校
卒
業
区
分
》 

昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
62
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方 

※
両
区
分
と
も
に
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。 

 

【
選
考
方
法
】
筆
記
お
よ
び
口
述
試
験 

 

【
試
験
日
お
よ
び
会
場
】 

10
月
１
日
（土
）
小
笠
原
村
役
場 

 

【
申
込
期
限
】
９
月
15
日
（木
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 
 
 
 

  

２
―
３
１
１
１ 

 

村
民
意
見
・提
案
・相
談
受
付
窓
口 

 

村
民
意
見
・提
案
・
相
談
受
付
窓
口
を 

毎
月
第
２

水
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま
す
。 

相
談
日
以
外
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

 

【
日
時
】
９
月
14
日
（水
） 

午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分 

 

【
場
所
】
父
島 

総
務
課
総
務
係 

母
島 

母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

国
民
健
康
保
険 

保
険
証
の
更
新 

 

10
月
１
日
に
保
険
証
が
一
斉
に
更
新
さ
れ
ま
す
。 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
保
険
証

の
更
新
に
関
す
る
通
知
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、

村
民
課
住
民
係
ま
た
は
母
島
支
所
で
更
新
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
手
続
に
必
要
な
も
の
】 

○
印
鑑 

○
現
在
お
持
ち
の
保
険
証 

 

◎
保
険
証
が
個
人
カ
ー
ド
に
変
わ
り
ま
す 

 
 

 世
帯
に
１
枚
交
付
さ
れ
て
い
た
保
険
証
が
、
１
人 

に
１
枚
交
付
さ
れ
る
カ
ー
ド
形
式
に
変
わ
り
ま
す
。 

保
険
証
の
取
り
扱
い
に
は
次
の
点
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。 

 

○
記
載
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
勝
手
に
書
き
変
え
る
と
無
効
に
な
り

ま
す
。 

 

○
他
人
と
の
貸
し
借
り
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。 

 

○
コ
ピ
ー
し
た
保
険
証
は
使
え
ま
せ
ん
。 

 

○
カ
ー
ド
化
に
伴
い
、
保
険
証
の
サ
イ
ズ
が
小
さ
く

な
り
ま
す
の
で
、
紛
失
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

○
保
険
証
は
犯
罪
に
使
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

※ 

国
民
健
康
保
険
税
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
保

険
証
の
更
新
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
、
特
別
な

理
由
も
な
く
納
付
し
な
い
方
に
は
、
医
療
費
を
全

額
自
己
負
担
し
て
い
だ
た
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

 
 

 

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
安
心
し
て
診
療
を 

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
保
険
税
は
納
期
限
内
に
納

付
し
ま
し
ょ
う
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

国
勢
調
査
に
ご
協
力
を
！ 

 

国
勢
調
査
は
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
る
最
も
基
本

的
な
統
計
調
査
で
す
。 

国
勢
調
査
の
重
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
調
査

票
の
記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
調
査
の
対
象
と
な
る
方
】 

日
本
に
住
ん
で
い
る
全
て
の
方
が
対
象
と
な

り
ま
す
。
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
方
や
外
国
籍

の
方
も
、
10
月
１
日
現
在
、
小
笠
原
村
に
お
住
ま

い
で
、
３
か
月
以
上
そ
の
場
所
に
住
ん
で
い
る
場

合
や
、
今
後
３
か
月
以
上
そ
の
場
所
に
住
む
予
定

と
な
っ
て
い
る
場
合
は
調
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

【
調
査
の
方
法
】 

 

①
国
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
、
９
月
下
旬
か

ら
各
家
庭
を
訪
問
し
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。 

②
各
家
庭
で
、
調
査
票
に
10
月
１
日
現
在
の
状
況

を
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
す
。 

③
10
月
１
日
以
降
10
月
10
日
ご
ろ
ま
で
の
間

に
、
調
査
員
の
方
が
各
家
庭
を
訪
問
し
、
調
査

票
を
回
収
し
て
終
了
と
な
り
ま
す
。 

な
お
、
回
収
し
た
調
査
票
に
記
入
漏
れ
な
ど

が
あ
っ
た
場
合
、
電
話
等
で
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

調
査
期
間
中
、
不
在
に
な
る
と
い
う
方
は
、
村

民
課
住
民
係
に
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
も
し
く
は

調
査
員
が
訪
問
し
た
際
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

 
村
道
三
日
月
線
工
事 

 

村
道
三
日
月
線
（
三
日
月
山
展
望
台
へ
の
道
路
）

の
道
路
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。 

工
事
期
間
中
は
、
片
側
通
行
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
の
際
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

【
工
事
期
間
】
９
月
１
日
（木
）～
10
月
31
日
（月
） 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
５ 

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
南
ア
ル
プ
ス
市 

中
学
生
親
善
交
流
報
告 

 

７
月
28
日
か
ら
31
日
の
４
日
間
、
村
立
中
学
校

の
生
徒
13
名
が
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
山
梨
県
南
ア
ル

プ
ス
市
を
訪
問
し
、
石
川 

豊 

市
長
を
始
め
多
く
の
関

係
者
の
歓
迎
を
受
け
、
櫛
形
中
学
校
の
生
徒
と
の
交

流
や
、
南
ア
ル
プ
ス
市
の
自
然
や
文
化
に
触
れ
て
き

ま
し
た
。 

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
交
流
会
で
は
櫛
形
中
学
校
生

徒
60
名
を
超
え
る
歓
迎
の
中
、
昨
年
度
、
小
笠
原
を

訪
問
し
た
生
徒
た
ち
と
の
再
会
も
果
た
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

 

◎
愛
ら
ん
ど
リ
ー
グ
２
０
０
５
結
果
報
告 

 

７
月
22
日
～
24
日
に
八
丈
島
に
お
い
て
、
伊
豆

諸
島
・
小
笠
原
諸
島
地
域
経
済
活
性
化
対
策
協
議
会

主
催
に
よ
る
愛
ら
ん
ど
リ
ー
グ
２
０
０
５
サ
ッ
カ
ー

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

伊
豆
・
小
笠
原
諸
島
の
島
々
の
12
チ
ー
ム
で
試
合

が
行
わ
れ
、
父
島
・母
島
共
に
、
予
選
リ
ー
グ
を
１
位

で
勝
ち
抜
き
ま
し
た
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、

父
島
キ
ッ
カ
ー
ズ
が
準
優
勝
、
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ル
サ
母
島

が
第
４
位
と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。 

 

個
人
賞
で
は
、
母
島
の
茂
木
大
海
く
ん
が
、
宮
澤

ミ
シ
ェ
ル
賞
を
受
賞
し
、
村
長
も
出
席
し
た
交
流
会

の
「私
た
ち
の
島
じ
ま
ん
大
会
」で
は
、
父
島
・
母
島

合
同
で
南
洋
踊
り
を
披
露
し
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。 

７
月
22
日
に
は
、
Ｆ
Ｃ
東
京
の
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー

ル
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
少
年
サ
ッ
カ
ー
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
や
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
た
東
京
の
他
の

島
々
と
の
交
流
と
、
夏
休
み
の
間
に
よ
い
経
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 
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小
笠
原
小･

中･

高
連
合
運
動
会 

 

【
日
時
】
10
月
８
日
（土
） 

午
前
８
時
50
分
～
午
後
２
時
40
分 

※
雨
天
の
場
合
は
10
日
（月
）、
11
日
（火
）に
順
延 

 

【
場
所
】
小
笠
原
小
・
中
学
校
校
庭 

 

【
一
般
参
加
種
目
】 

○
短
距
離
走
（１
０
０
ｍ
） 

○
職
場
対
抗
リ
レ
ー
（男
女
別
６
人
１
チ
ー
ム
） 

○
地
域
・
職
域
対
抗
綱
引
き
（男
女
混
合
12
人
１

チ
ー
ム
） 

 

《
申
込
方
法
》 

教
育
委
員
会
で
配
布
し
て
い
る
申
込
用
紙
を

10
月
５
日
（水
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

申
し
込
み
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
、
当
日

（短
距
離
走
は
９
時
ま
で
、
綱
引
き
・
リ
レ
ー
は

９
時
30
分
ま
で
）の
受
け
付
け
も
行
な
い
ま
す
。 

 

《
申
込
先
》
教
育
委
員
会 

２
―
３
１
１
７ 

 

【
大
玉
送
り
、
南
洋
踊
り
に
つ
い
て
】 

○
小
・
中
・
高
校
生
と
地
域
の
方
も
ご
参
加
い
た

だ
く
「大
玉
送
り
」を
企
画
し
て
い
ま
す
。 

午
前
10
時
45
分
ご
ろ
開
始
し
ま
す
。 

○
午
前
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
、
小
学
生
と
村

民
の
方
々
で
、
南
洋
踊
り
を
踊
り
ま
す
。 

 

【
注
意
事
項
】 

《
参
観
に
つ
い
て
》 

○
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

○
飲
酒
に
つ
い
て
は
、
学
校
行
事
で
す
の
で
お

控
え
く
だ
さ
い
。 

 

《
テ
ン
ト
設
営
に
つ
い
て
》 

○
校
庭
内
に
車
を
乗
り
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

○
決
め
ら
れ
た
場
所
に
設
営
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
組
み
立
て
は
、
当
日
の
午
前
７
時
か
ら
行
っ
て

く
だ
さ
い
。 

○
前
日
に
搬
入
す
る
場
合
は
、
午
後
３
時
か
ら
５

時
ま
で
に
フ
ェ
ン
ス
側
に
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

○
閉
会
式
後
に
片
づ
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

《
競
技
に
つ
い
て
》 

 

○
短
距
離
走
・
リ
レ
ー
は
、
ス
パ
イ
ク
の
着
用
と

裸
足
で
の
参
加
を
禁
止
し
ま
す
。 

 

○
綱
引
き
の
チ
ー
ム
に
は
、必
ず
女
性
を
１
名
以

上
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
中
学
校
（担
当 

阿
部
）
２
―
２
５
０
２ 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
７
月
８
日
～
８
月
10
日 

○
Ｔ
Ｓ
Ｌ
関
係
調
整 

○
国
・
都
要
望
活
動 

○
平
成
18
年
度
東
京
都
予
算
要
望 

○
町
村
会
等
会
議
出
席 

な
ど 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

      

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
実
施 

  

９
月
21
日
（
水
）
か
ら
30
日
（
金
）
ま
で
の
10
日

間
「
お
も
い
や
り 

人
に
車
に 

こ
の
街
に
」
を
メ
イ

ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
秋
の
全
国
安
全
運
動
が
行
な
わ

れ
ま
す
。 

運
動
の
重
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

１ 

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止 

２ 

二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止 

３ 

夕
暮
れ
時
の
歩
行
中
と
自
転
車
乗
用
中
の
交
通 

事
故
防
止 

４ 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底 

 

今
年
も
小
笠
原
警
察
署
と
海
上
保
安
署
と
の
合

同
に
よ
る
交
通
安
全
対
策
を
取
り
ま
す
。 

海
上
保
安
署
の
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
海
難

ゼ
ロ
へ
の
願
い
」
で
す
。 

運
動
の
重
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

１ 

自
己
救
命
策
の
確
保 

２ 

携
帯
電
話
に
よ
る
通
信
手
段
の
確
保 

３ 

１
１
８
番
（海
上
保
安
庁
緊
急
電
話
）の
活
用 

  

小
笠
原
警
察
署
管
内
で
は
、
昨
年
同
時
期
と
比
べ

て
も
交
通
事
故
が
減
少
し
て
お
ら
ず
、
人
身
事
故
に

あ
っ
て
は
、
昨
年
の
年
間
発
生
件
数
を
す
で
に
超
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
各
種
交
通
違
反
の
取
締

り
を
実
施
中
で
す
。 

ま
た
、
小
笠
原
青
少
年
育
成
会
議
協
議
会
の
協
力

の
も
と
小
・
中
学
校
の
通
学
路
に
お
け
る
交
通
安
全

対
策
の
推
進
や
、
高
齢
者
交
通
指
導
員
に
よ
る
高
齢

者
保
護
誘
導
活
動
を
行
な
う
ほ
か
、
海
上
保
安
署
員

と
の
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
参
加
・体
験
・実
践

型
の
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
ま
す
。 

事
故
の
な
い
小
笠
原
村
に
す
る
た
め
、
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

小

笠

原

警

察

署 

小
笠
原
交
通
安
全
協
会 

小

笠

原

海

上

保

安

署 

小
笠
原
青
少
年
育
成
協
議
会  

自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方 

コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催 

 

交
通
安
全
、
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
コ
ン
テ
ス

ト
を
開
催
し
ま
す
。 

３
人
１
組
に
よ
る
団
体
の
部
優
勝
チ
ー
ム
に
は

ト
ロ
フ
ィ
ー
が
、
個
人
の
部
優
勝
者
に
は
盾
が
贈
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者
全
員
に
記
念
品
を
差
し
上

げ
ま
す
。
皆
さ
ん
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

【
日
時
】
９
月
17
日
（土
） 

午
前
９
時
～
（
午
前
８
時
受
付
開
始
） 

 

【
場
所
】
奥
村
運
動
場 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 
２
―
２
１
１
０ 

高
圧
ガ
ス
・
液
化
石
油
ガ
ス
国
家
試
験 

 

【
試 

験 

日
】
11
月
13
日
（日
） 

 

【
試
験
会
場
】
小
笠
原
支
庁
大
会
議
室 

 

【
申
込
方
法
】 

 
 

９
月
９
日
（金
）ま
で
に
願
書
に
記
載
の
担
当
事

務
所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

※
小
笠
原
支
庁
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。 

 

●
願
書
配
布
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
商
工
係 

２
―
２
１
２
２ 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
特
設
展 

 

【
内
容
】「
イ
ル
カ
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
」 

 
 

稲
生
閑
夫 

氏
に
よ
る
写
真
と
Ｍ
Ｉ
Ｏ 

氏
に
よ
る

イ
ラ
ス
ト
で
、
イ
ル
カ
に
関
す
る
展
示
を
行
な
い

ま
す
。 

 

【
期
間
】
９
月
12
日
（月
）～
10
月
16
日
（日
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、９
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
９
月
５
日
（月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 
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テ
レ
ビ
放
送
の
中
断
に
つ
い
て 

 
現
在
、
皆
様
が
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
テ
レ
ビ
放
送

は
、
通
信
衛
星
を
介
し
て
本
土
か
ら
送
信
、
小
笠
原

で
受
信
し
て
い
る
た
め
、
本
土
ま
た
は
小
笠
原
の
気

象
状
況
に
よ
り
、
放
送
が
中
断
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 ◎
加
入
手
続
き
の
お
願
い 

  
 

地
上
波
テ
レ
ビ
放
送
を
ご
覧
に
な
る
方
は
、
必

ず
小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
に
加
入
し
て

く
だ
さ
い
。 

【
受
付
場
所
】 

 

小
笠
原
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
（村
役
場
第
２

庁
舎
）お
よ
び
母
島
支
所 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

 

２
―
３
５
１
０ 

 

経
済
講
演
会 

 

商
工
会
で
は
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
受
賞
企
業
、

株
式
会
社
ピ
ッ
キ
オ
取
締
役
の
楠
部 

氏
を
招
い
て
、

経
済
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。 

楠
部
氏
に
は
、
自
然
と
の
共
生
が
ど
の
よ
う
に
経

営
に
結
び
つ
く
か
と
い
う
お
話
し
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
が
村
民
の
暮
ら
し

に
ど
の
よ
う
な
影
響
と
変
化
を
も
た
ら
す
か
、
興
味

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
９
月
29
日
（木
） 

午
後
７
時
～
午
後
８
時
30
分 

【
場
所
】
商
工
観
光
会
館
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
商
工
会 

２
―
２
６
６
６ 

     

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室
よ
り 

 

【
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
で
き
ま
す
】 

 

調
べ
た
い
こ
と
、
わ
か
ら
な
い
事
が
あ
る
と
き

は
、
図
書
受
付
に
あ
る
「レ
フ
ァ
レ
ン
ス
受
付
用
紙
」

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
司
書
が
必
要
な
資
料

や
情
報
を
見
つ
け
る
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。 

 

必
要
が
あ
れ
ば
都
立
図
書
館
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

の
協
力
を
お
願
い
し
て
、
で
き
る
限
り
お
調
べ
し

ま
す
。 

※
回
答
に
は
、
数
日
か
ら
１
週
間
前
後
の
時
間
が

か
か
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

都
立
図
書
館
へ
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
は
電
話
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。 

《
都
立
中
央
図
書
館
》 

電
話 

０
３
―
３
４
４
２
―
８
４
５
１
（代
表
）  

http://www.library.metro.tokyo.jp/ 
 
 【

都
立
中
央
・
多
摩
図
書
館
の
協
力
貸
出
サ
ー
ビ
ス
】 

 
 

 

父
島
図
書
室
に
な
い
本
を
借
り
た
い
と
き
、
約

２
３
３
万
冊
の
蔵
書
数
を
誇
る
都
立
図
書
館
か
ら

借
り
ら
れ
る
協
力
貸
出
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
で
き

ま
す
（外
国
語
資
料
・
児
童
青
少
年
資
料
も
あ
り
ま

す
。）。 

昨
年
度
は
、
３
５
４
冊
の
貸
出
を
受
け
ま
し
た
。 

《
利
用
方
法
》 

○
図
書
受
付
に
あ
る
「
都
立
図
書
館
協
力
貸
出

申
請
書
」
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

○
毎
月
20
日
（
12
月
に
限
り
10
日
）
申
し
込

み
締
切
り
で
、
翌
月
初
旬
に
貸
出
予
定
で
す
。 

○
一
人
５
冊
ま
で
約
２
週
間
借
り
ら
れ
ま
す
。 

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
自
宅
か
ら
も
蔵
書
検

索
が
で
き
ま
す
。 

○
都
立
図
書
館
に
１
冊
だ
け
し
か
所
蔵
し
な
い

貴
重
な
本
で
す
の
で
、
丁
寧
に
取
り
扱
っ
て

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室 

２
―
２
９
１
１ 

10
月
の
は
は
じ
ま
丸 
 

「
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
」 

 

10
月
中
の
調
整
金
を
含
む
運
賃
（旅
客
・貨
物
）は
、

原
油
価
格
が
値
上
が
り
し
た
た
め
、
次
の
と
お
り
改

訂
と
な
り
ま
す
。
※
（  

）内
は
変
動
調
整
額 

【
旅
客
運
賃
】 

《
１
等
》
大
人 

８
３
５
０
円
（
＋
７
９
０
円
） 

小
人 

４
１
８
０
円
（
＋
４
０
０
円
） 

《
２
等
》
大
人 

４
１
８
０
円
（
＋
４
０
０
円
） 

小
人 

２
０
９
０
円
（
＋
２
０
０
円
） 

《
村
民
割
引
（往
復
）》 

大
人 

５
４
４
０
円
（
＋
５
２
０
円
） 

小
人 

２
７
２
０
円
（
＋
２
６
０
円
） 

【
貨
物
運
賃
】 

 

《
１
等
品
》
８
５
７
２
円
（
＋
５
０
８
円
） 

《
２
等
品
》
８
０
３
６
円
（
＋
４
７
６
円
） 

《
３
等
品
》
７
５
０
１
円
（
＋
４
４
５
円
） 

 

《
小
口
貨
物
（１
口
）》 

 
 
 

０
・１
０
ト
ン
以
下 

 
 
 
 

８
５
９
円
（
＋
51
円
） 

 
 
 

０
・０
７
５
ト
ン
以
下 

６
４
７
円
（
＋
38
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

 

硫
黄
島
３
島
ク
ル
ー
ズ 

 

【
日
程
】
９
月
10
日
（土
）
午
後
６
時
集
合
～ 

11
日
（日
）
午
後
７
時
二
見
港
着 

【
費
用
】大
人 

１
万
６
千
円
、 

学
生 

１
万
４
千
円
、 

小
人 

８
千
円
（２
等
船
室
使
用
、行
程
中
の

食
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。） 

【
注
意
事
項
】 

 

○
各
島
に
は
上
陸
で
き
ま
せ
ん
。 

○
海
況
に
よ
り
、
行
程
を
一
部
変
更
ま
た
は
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
運
（株
）父
島
営
業
所
２
―
２
１
１
１ 

遊
び
の
達
人
教
室
in
お
が
さ
わ
ら 

 

【
取
材
を
し
よ
う
！
】 

 

海
水
か
ら
塩
が
で
き
る
ま
で
を
知
ろ
う
。 

《
日
時
》
９
月
７
日
（水
）
午
後
２
時
～
４
時
30
分 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

 

【
食
材
づ
く
り
の
達
人
】
※
要
予
約 

 
 

塩
づ
く
り
に
挑
戦
、
味
見
も
し
て
み
よ
う
。 

《
日
時
》
９
月
11
日
（日
） 

午
前
10
時
45
分
～
午
後
４
時 

《
場
所
》
扇
浦
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス 

 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

 

《
参
加
費
》
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

《
持
ち
物
》
弁
当
、
水
着
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
着
替
え 

 

【
漂
着
物
ア
ー
ト
】 

 

漂
着
物
で
ど
ん
な
も
の
が
作
れ
る
か
な
。 

《
日
時
》
９
月
14
日
（水
）
午
後
２
時
～
５
時 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

《
募
集
人
数
》
30
名 

 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

 

【
農
業
セ
ン
タ
ー
で
あ
そ
ぼ
う
！
】
※
要
予
約 

 

畑
で
い
ろ
い
ろ
な
虫
を
見
つ
け
よ
う
。 

《
日
時
》
９
月
21
日
（水
） 

午
前
１
時
40
分
～
午
後
４
時 

《
場
所
》
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
本
館 

 

《
募
集
人
数
》
30
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

《
持
ち
物
》
帽
子
、
タ
オ
ル 

 

【
海
あ
そ
び
の
達
人
】
※
要
予
約 

 
 

た
き
火
を
囲
ん
で
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
踊
ろ
う
。 

《
日
時
》
９
月
25
日
（日
） 

午
前
９
時
40
分
～
午
後
４
時 

《
場
所
》
小
港
海
岸
バ
ス
停
前 

 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

 

《
参
加
費
》
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

 

《
持
ち
物
》
弁
当
、
水
着
、
帽
子
、
軍
手
、
タ
オ
ル
、 

着
替
え 
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【
ふ
し
ぎ
な
星
た
ち
を
見
よ
う
！
】 

 
望
遠
鏡
で
見
る
と
ヘ
ン
テ
コ
な
星
が
・・・。 

《
日
時
》
９
月
28
日
（水
） 

午
後
７
時
～
８
時
30
分 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

 

【
注
意
事
項
】 

○
小
学
生
未
満
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
（保

護
者
同
伴
で
見
学
は
で
き
ま
す
。）。 

○
参
加
費
に
バ
ス
代
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

○
荒
天
等
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

あ
そ
び
の
達
人
教
室
事
務
局 

０
９
０
―
５
２
０
３
―
６
７
５
９ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（要
予
約
）。 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
９
月
16
日
（金
）
午
後
７
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
９
月
17
日
（土
）
午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
予
約
受
付
時
間
】 

月
～
金
曜
日 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
８
１
―
１
５
１
１ 

     

専
門
診
療
（産
科
・
婦
人
科
） 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
９
月
12
日
（月
）
午
前
・
午
後 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
９
月
14
日
（
水
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 

15
日
（
木
）
午
前 

 
 
 
 
 
 

16
日
（
金
）
午
前 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

【
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
８
時
30
分
～
11
時 

 
 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

【
実
施
医
療
機
関
】
巻
石
堂
病
院 

【
そ
の
他
】 

診
療
日
程
以
外
の
日
に
受
診
を
希
望
す
る
方
は
、

診
療
所
へ
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

大
腸
が
ん
検
診 

 

検
体
容
器
や
質
問
票
な
ど
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

直
接
申
込
先
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

申
し
込
み
は
、
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。 

【
対
象
者
】
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
40
歳

以
上
の
方 

【
検
査
方
法
】
検
便
に
よ
る
便
潜
血
検
査 

【
申
込
期
限
】
９
月
22
日
（木
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

父
島 

村
民
課
福
祉
係 

 
 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島 

母
島
支
所
庶
務
係 

 

３
―
２
１
１
１ 

介
護
予
防
体
操
教
室
の
実
施 

 

介
護
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
末
永
く
い
き
い
き
と

自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
病
気
の
予
防

だ
け
で
な
く
、老
化
の
サ
イ
ン
を
い
ち
早
く
発
見
し
、

適
切
な
対
策
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。 

村
で
は
介
護
予
防
事
業
と
し
て
介
護
予
防
健
診

『お
た
っ
し
ゃ
21
』と
介
護
予
防
体
操
教
室
を
実
施

し
ま
す
。 

健
康
運
動
を
継
続
的
に
行
う
習
慣
を
身
に
つ
け

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
運
動
の
指
導
員
や
保
健
師
が

皆
さ
ん
の
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
60
歳
以
上
の
村
民
の
方 

 
 

介
護
予
防
健
診
『お
た
っ
し
ゃ
21
』を
行
い
、
老

化
の
サ
イ
ン
が
認
め
ら
れ
る
方
に
は
、
優
先
的
に

介
護
予
防
体
操
教
室
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
。 

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は
参
加
で
き
ま
せ

ん
。 

 

①
主
治
医
よ
り
運
動
負
荷
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方 

 

②
歩
行
が
困
難
で
、
常
時
付
き
添
い
を
必
要
と
す

る
方 

 

③
家
族
な
ど
の
理
解
・
協
力
が
得
ら
れ
な
い
方 

【
父
島
】 

《
日
時
》
10
月
17
日
（月
）か
ら
毎
週
月
曜
日 

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
母
島
】 

《
日
時
》
10
月
20
日
（木
）か
ら
毎
週
木
曜
日 

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館
ま
た
は
母
島
支
所 

【
募
集
人
員
】
父
島
・
母
島
各
10
名
程
度 

【
参 
加 

費
】
無
料 

【
申
込
方
法
】 

９
月
16
日
（
金
）
ま
で
に
村
民
課
福
祉
係
ま
た

は
母
島
支
所
へ
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

申
込
書
は
村
民
課
福
祉
係
お
よ
び
母
島
支
所
で

配
布
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

 
 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、必
ず
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
か
月
、
９
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
９
月
２
日
（金
）
午
後
２
時
～
４
時 

（
受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
） 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階 

【
父
島
】 

《
日
時
》
９
月
８
日
（木
）
午
後
２
時
～
４
時 

（
受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
） 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

小
笠
原
村
住
民
健
診 

  

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
を
し

て
い
る
30
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
小
笠
原
村
住
民

健
診
を
実
施
し
ま
す
。 

 

実
施
時
期
の
確
定
お
よ
び
予
約
の
受
け
付
け
な
ど

詳
細
に
つ
い
て
は
、
11
月
号
の
村
民
だ
よ
り
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

 

【
日
程
（予
定
）】 

《
母
島
》
11
月
20
日
（日
）、
21
日
（月
） 

《
父
島
》
11
月
23
日
（水
）～
27
日
（日
） 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

        

敬老の日（９月１９日） 
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― 村民課福祉係 ―   

― 第 ６７ 号 ―   

 

 
 

年だからとあきらめずに、体をきたえましょう! 
 

年をとると「からだの機能が衰える」とあきらめていませんか？ 近年の研究では、老化のサインを

いち早く発見して適切な予防を講じれば、いつまでも元気でいきいきした生活を送れるということがわ

かってきています。 

高齢期になって元気がなくなる原因には、「病気」と「老化」の２つがあります。下のグラフにある

「65 歳以上の死亡原因」は、悪性新生物、心疾患、脳血管疾患などですが、「65 歳以上の要介護の   

原因」は年とともにあらわれる「衰弱」「転倒・骨折」「認知症（痴呆）」「関節疾患」などの老化現象が

５割を超えます。 

過度の安静を避け、身のまわりのことや家事、外出、運動など体を動かすことが大切です。小笠原村

では、10 月より介護予防体操教室を開催いたします。この教室では、介護予防健診「おたっしゃ２１」

という簡単な 18 問の質問と３つの体力測定で老化のサインを発見し、運動指導員による体操を実施し

ます。詳しくは５ページ「健康保健のコーナー」をご覧ください。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

老化のサインとは 

● 自分の身のまわりのことがおっくうになった。 

● ちょっとしたところにもつまずいて転びやすくなった。 

● 物忘れがひどくなった。 

● 不意に尿がもれるようになった。 

● 食事量が少なくなった。 

● 外反母趾や爪の変形で歩きにくくなった。 

● 上手く噛むことができなくなった。 

 

 

 

 
 

 

 
介護予防や健康に関するご相談は 

村民課福祉係  ２－３９３９ 

小笠原村の高齢化 
 

平成 17 年 7 月 1 日現在

の小笠原村の人口 2356

人のうち、６５歳以上は

240 人で人口の 10.2％

を占めています。 

将来人口推計（※）では平

成 27 年には 65 歳以上の

人口は 412 人になり現在

の 1.7 倍、人口に占める

割合は１６．６％になると

予測されています。 
 

 

※「小笠原村保健・福祉・医療

複合施設整備基本計画」より

ごあいさつ 
 

今年度から小笠原村に採用されました保健師

の関口と高橋です。健康に関する身近な情報を

わかりやすくお伝えしたいと思いますので、

どうぞ毎号ご覧ください。 

 

65 歳以上の死亡原因 ６５歳以上の要介護の原因 

悪性新生物 30％ その他 27％ 

心疾患 17％ 脳血管疾患 15％ 
肺炎 11％ 

脳血管疾患 26％ その他 17％
パーキンソン病

6％ 

高齢による衰弱

17％ 
骨折・転倒 

12％ 

認知症 11％

関節疾患 

11％ 
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世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

「
外
来
種
（移
入
種
）対
策
に
つ
い
て
」 

③ 
 

【
主
な
侵
略
的
外
来
種
の
侵
入
状
況
は
？
】 

 

小
笠
原
の
生
態
系
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
も 

の
と
し
て
問
題
に
な
っ
て
い
る
侵
略
的
外
来
種
で 

す
が
、
ア
カ
ギ
や
ノ
ヤ
ギ
、
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル 

な
ど
、
そ
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
、
現
在
確
認
さ 

れ
て
い
る
各
島
へ
の
侵
入
状
況
を
整
理
す
る
と
、 

下
の
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
（小
笠
原
自
然
再
生 

推
進
検
討
会
資
料
か
ら
作
成
。
硫
黄
列
島
は
省
略
）。 

当
然
の
こ
と
で
す
が
、
現
在
も
し
く
は
過
去
に 

人
が
居
住
し
て
い
た
島
ほ
ど
多
く
の
外
来
種
が
生 

息
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー 

ル
や
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
ヤ
リ
ガ
タ
リ
ク
ウ
ズ
ム
シ
な 

ど
、
一
部
の
島
の
み
に
生
息
し
、
一
旦
定
着
し
て 

し
ま
う
と
駆
除
が
非
常
に
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る 

も
の
に
つ
い
て
は
、
他
の
属
島
な
ど
に
拡
散
さ
せ 

な
い
こ
と
が
、
今
、
最
も
重
要
な
こ
と
だ
と
い
わ 

れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
父
島
や
母
島
か
ら
他
の
属
島
に
行 

か
れ
る
場
合
は
、
船
や
荷
物
の
中
に
グ
リ
ー
ン
ア 

ノ
ー
ル
が
紛
れ
込
ん
で
い
な
い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す 

る
こ
と
や
、
乗
船
前
に
靴
底
の
泥
落
と
し
を
行
な 

う
こ
と
な
ど
に
気
配
り
す
る
こ
と
が
外
来
種
の
拡 

散
防
止
と
な
り
、
小
笠
原
の
貴
重
な
自
然
環
境
を 

守
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 

２
―
３
１
１
１ 

                                        

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 

 

協
会
（
Ｏ
Ｗ
Ａ
）
の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
14 

「
親
子
で
媒
島
へ
」 

 

個
体
識
別
番
号
＃
74
は
背
ビ
レ
に
特
徴
の
あ
る

メ
ス
の
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
で
す
（写
真
参
照
）。 

 

今
年
６
月
、
父
島
周
辺
海
域
で
健
康
そ
う
な
新
生

児
を
連
れ
て
い
る
の
を
イ
ル
カ
調
査
隊
が
確
認
。
翌

月
の
７
月
に
は
父
島
か
ら
約
60
㎞
離
れ
た
聟
島
列

島
の
媒
島
周
辺
で
、
イ
ル
カ
調
査
隊
が
こ
の
親
子
イ

ル
カ
を
確
認
し
ま
し
た
（写
真
左
下
）。 

小
笠
原
の
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
は
父
島
列

島
と
聟
島
列
島
の
間
を
移
動
す
る
こ
と
は
知
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
生
ま
れ
て
間
も
な
い
小
さ
な

子
イ
ル
カ
を
連
れ
て
、
60
㎞
も
移
動
す
る
ん
で
す
ね
。 

           

第
39
回
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
講
座
（勉
強
会
） 

「ホ
エー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
の
役
割
」 

 

他
海
域
の
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
の
事

例
紹
介
を
基
に
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
イ
ン

タ
ー
プ
リ
タ
ー
の
役
割
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。 

【
日
時
】
９
月
27
日
（火
）
午
後
７
時
～
９
時 

【
場
所
】
Ｂ
‐
し
っ
ぷ
２
階
会
議
室 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５ 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
51 

 

 

― 

カ
メ
の
救
出
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

― 
 

今
年
も
多
く
の
母
ガ
メ
が
、
海
に
帰
る
途
中
、
街

灯
の
光
に
惑
わ
さ
れ
た
り
、
木
の
根
や
倒
木
、
岩
の

間
に
挟
ま
り
、
海
に
帰
れ
ず
に
い
る
場
面
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
カ
メ
の
発
見
・
救
出
に
は
、
多

く
の
島
民
の
皆
様
並
び
に
観
光
客
の
皆
様
の
お
力
を

お
借
り
し
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

父
島
で
は
、
光
害
が
最
も
多
い
大
村
海
岸
を
始
め
、

境
浦
、
松
山
海
岸
、
扇
浦
、
コ
ペ
ペ
海
岸
、
小
港
海
岸

で
海
に
帰
れ
ず
に
い
る
カ
メ
が
発
見
さ
れ
、
う
ち
１

頭
は
発
見
が
遅
か
っ
た
た
め
岩
場
で
死
亡
し
ま
し
た
。 

母
島
で
は
、
平
島
で
１
頭
が
流
木
に
挟
ま
り
炎
天

下
に
さ
ら
さ
れ
て
死
亡
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
崩
海

岸
で
も
１
頭
の
事
故
死
が
あ
り
ま
し
た
。
大
崩
海
岸

は
、
以
前
は
ゴ
ロ
タ
石
の
浜
で
、
産
卵
も
少
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
現
在
で
は
山
が
大
き
く
崩
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
砂
が
溜
ま
り
、
こ
こ
数
年
は
多
く
の
カ
メ

が
産
卵
す
る
理
想
的
な
浜
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
ま
だ
崩
れ
は
止
ま
っ
て
お
ら
ず
、
５
月
の
長
雨

に
よ
り
、
母
ガ
メ
が
大
き
な
岩
の
下
敷
き
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
こ
の
長
雨
に
よ
り
、
多
く
の
浜
に
水
の
豊

富
な
沢
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
沢
を
、
水
面
反
射
を

起
こ
し
て
い
る
海
と
間
違
え
た
の
か
、
ず
っ
と
滞
在

す
る
カ
メ
が
数
頭
発
見
さ
れ
、
救
出
し
ま
し
た
。 

現
在
、
稚
ガ
メ
の
ふ
化
は
中
盤
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ

で
、
10
月
ぐ
ら
い
ま
で
は
ま
だ
ま
だ
ふ
化
が
続
き
ま

す
。
砂
か
ら
は
い
出
す
準
備
が
で
き
た
稚
ガ
メ
た
ち

は
、
砂
の
下
で
待
機
し
て
お
り
、
少
し
空
洞
が
で
き

て
い
ま
す
。
産
卵
巣
に
近
づ
く
と
そ
れ
を
踏
み
抜
く

危
険
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
ま
だ
し
ば
ら
く

近
づ
か
れ
な
い
で
、
傍
ら
で
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
子
ガ
メ
が
迷
っ
て
海
に
行
け
な
い
場
合
は
、

保
護
し
、
外
敵
の
少
な
い
夜
間
、
適
切
な
浜
か
ら
放

流
し
て
い
ま
す
。
迷
い
稚
ガ
メ
が
い
た
場
合
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

植 物 動  物 
 

アカギ モクマオウ ノヤギ ノネコ ノブタ 
オオヒキ 

ガ エ ル 
クマネズミ

グリーン 

アノール 
プラナリア

（※） 

聟島 ― ― 駆除済 ― ― ― ○ ― ― 

媒島 ― ― 駆除済 ― ― ― ○ ― ― 
聟
島 

列
島 嫁島 ― ― 駆除済 ― ― ― ○ ― ― 

父島 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 

兄島 ― ○ ○ ○ ― ― ○ ― ― 

弟島 ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ― 

父
島
列
島 

他属島 ― ○ ― ― ― ― 南島 ― ― 

母島 ○ ○ ― ○ ― ○ ○ ○ ― 

向島 ― ○ ― ― ― ― ○ ― ― 

平島 ― ○ ― ― ― ― ○ ― ― 

姉島 ― ○ ― ― ― ― ○ ― ― 

母
島
列
島 

他属等 ― ― ― ― ― ― 妹島 ― ― 

 ○：生息が確認されている。 ― ：生息が確認されていない。        ※プラナリア：ニューギニアヤリガタリクウズムシ
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【
第
９
回 

国
際
哺
乳
類
学
会
in
札
幌
】 

 

８
月
１
日
か
ら
５
日
に
行
わ
れ
た
本
学
会
で
、
哺

乳
類
で
あ
る
鯨
類
の
発
表
は
、
４
日
、
５
日
に
ま
と

め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
、
沖
縄
美

ら
海
水
族
館
、
お
よ
び
ア
ラ
ス
カ
大
学
と
共
同
で
、

長
年
に
わ
た
る
小
笠
原
、
沖
縄
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の

調
査
の
歴
史
と
経
緯
、
得
ら
れ
た
成
果
を
報
告
し
、

餌
場
と
の
関
わ
り
、
そ
し
て
Ｓ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｈ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
役
割
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。詳
し
く
は
、

学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

《
国
際
哺
乳
類
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》 

 
http://www.imc9.jp/ 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
）
２
―
２
８
３
０ 

パ
ト
ロ
ー
ル
用
携
帯
電
話 

０
９
０
―
１
４
６
１
―
３
１
７
１ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net 
 

松山海岸で、倒木に挟まっているところ、幸運

にも島民の方に発見されて無事救出。スタッフ

が駆けつけるまで海水をかけ続けてくださった

皆さん、本当にご苦労様でした。 

大崩海岸で、上から転がって

きた大きな岩の下敷きになっ

てしまった母ガメ。 

地産地消のすすめ 
 

◎ 第２回おさかな市を開催 
 

７月２８日、漁協加工場をお借りして村民の皆さんを対象に２回目のおさかな市を開催しました。 
夏休みで島内に村民の方が少ないため売れ行きを心配しましたが、皆さんの関心は高く、用意した 
魚は開店後１時間で売り切れました。また、地産地消の取組としては初めてパッションフルーツや 
ゴーヤなど島の農産物を店頭に並べることが出来ました。少量だったこともあり、すぐに売切れて 

しまいましたが、今後、兼業農家や家庭菜園の方にも参加を呼びかけ、地域食材の提供の場を広げて行きたいと

考えています。 
 
◎魚の加工品が復活 ・・・・・・盆踊り地産地消ブースで販売 
 

地産地消推進会議では８月１１日～１３日の３日間、盆踊りの期間中に小笠原の特産品を販売しました。 
なかでも、村民の皆さんから要望の強かった魚の加工品を漁協加工部の努力が実り、地産地消コーナーで販売す

ることができました。これから小笠原の特産品として本格的に販売を開始する予定だそうです。 
地産地消の取組として初めて大きなイベントに島の農産物や海産物を揃えることができました。このことは、

小笠原独自の地産地消づくりに向け、大きな第１歩を踏み出せたと捉えています。 
 

【地産地消夜店出展品】 
《農産物（加工品を含む）》 

  パッションフルーツ、漬け瓜、きゅうり、ゴーヤ、なす、ピーマン、モロヘイヤ、四角豆、レモンカード、パッションカード、

唐辛子ピリカラ味噌、パパイヤパウンドケーキ、島ドーナツ、はちみつきなこあめ、ポリポリパスタ、唐辛子クッキー 
《海産物（加工品）》 

  マグロの燻製、サワラのみりん干し、ウメイロのすり身揚げ 
 

●問合せ先 地産地消推進会議（総務課内）２－３１１１ 

 
◆ ムロアジのソテー オペラ風 ◆ 

 

刺身・たたきでおなじみの ムロ がイタリアンに変身！ 
 

 

 
《作り方》 
 

① ムロアジを３枚におろす。 

② おろしたムロアジに軽く塩、コショウをふり、小麦粉をまぶす。 

③ フライパンにオリーブオイルをひき、②のムロアジをソテーする。 

④ 表面が小麦色に焼けたらフライパンからとり上げ、Ｂのトマトをソテーする。

⑤ ムロアジ、トマト、バジル、ムロアジ、トマト、バジルの順に斜めに重ねて

  いく（何重にも重ねる。）。 

⑥ ⑤の上にオリーブオイルをかければ出来上がり。 
 

☆レシピ提供：美味しい会 

《材料》２～３人前 
 

Ａ：ムロアジ（中） ３尾 
Ｂ：トマト     １個 

（５mm程度にスライスしておく。）  

Ｃ：バジルの葉   ６枚 

Ｄ：オリーブオイル 適量 

Ｅ：塩       少々 

Ｆ：コショウ    少々 

Ｇ：小麦粉     適量 

刺身・たたきでおなじみの“ムロ”がイタリアンに変身！ 
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  今今月月号号でではは、、「「ススーーパパーーラライイナナーーオオガガササワワララ」」のの支支援援策策にに係係るる国国のの予予算算要要求求やや海海上上公公試試運運転転ななどどのの状状況況ににつついいてておお知知ららせせししまますす。。  

  

  
 

 「スーパーライナーオガサワラ」の運航事業を長期的・安定的に継続する枠組みの構築のためには、国、東京都、小笠原海運㈱、 

㈱テクノ・シーウェイズ等関係者全ての協力、合意が必要であることから、現在、関係者間で協議が進められています。 

国土交通省が 8 月 29 日に明らかにした平成18 年度予算の概算要求には、上記の枠組みの一部として「スーパーライナーオガ 

サワラ」の保守整備費に対する支援（１億５千万円）が盛り込まれています。 

  

  
  

 上記の長期的・安定的な運航を継続する枠組みの構築に向けた協議が、現在、進められているところであり、また、観光産業 

の充実・発展は小笠原村の重要課題であることから、観光客の増加を目指し受入れ態勢の充実を図ることを目的とした「TSL 就 

航に係る金融支援策」は引き続き実施することとします。 また、11 月就航の前後に予定していた就航記念式典等の関連事業に 

代えて、年度内における緊急的な集客対策を打ち出すとともに、昨年から実施している「集客宣伝事業」についても継続して実施 

していきます。 

 

  
 

８月 12 日から、三井造船（株）の由良（ゆら）工場（和歌山県）をベースに紀伊水道沖で「スーパーライナーオガサワラ」の海上公 

試運転が始まりました。この公試運転は、本船の安全と性能確認のために船舶安全法等の関係法令に基づき実施されるもので、 

9 月上旬までの間に第１節から第４節まで、合計 100 項目を超える以下のような試験が行われます。 

【第１節】 機器調整運転および予備試験 

本格的な試運転を前に、主機関をはじめとする各種機器類の調整、作動確認と各種の予備試験を実施します。主な試験 

   として、主機関摺り合わせ調整運転、速力試験、前後進試験、浮上試験、推進軸系振動計測などが行われます。  

【第２節】 34 時間連続運転確認試験 

東京～父島間の往復航海を想定して、長時間の連続運転及び夜間航行に加え、フィンスタビライザなどの船体動揺制御 

   機器、電子海図、ARPA 等各種航行支援装置、火災探知、空調機性能などの確認試験や、航行中の振動・騒音などの計測 

も行われます。 

【第３節】 速力性能および運動性能確認試験 

 航行中の速力性能や運動性能および港内での操船性能などを確認する試験を行います。主な確認試験として、速力試験、 

旋回試験、操舵試験、前後進試験、救助艇進水試験、停止惰力試験などの各種運動性能試験、横移動・前後進・その場回頭 

などのジョイスティック操船試験などが行われます。 

【第４節】 速力試験および安全性評価試験 

 最軽荷、満載排水量状態等、船の載荷状態を種々変えた場合における速力試験および主機 

関（2 機）と浮上機関（4 機）について作動状態の組み合わせを種々変えた場合における速力・ 

運動性能の安全評価試験を実施します。主な確認試験として、最軽荷速力（最高速力）試験、 

満載速力試験、推進系減軸旋回試験、推進系・浮上系減軸速力試験などが行われます。 

   

  

  

                      

  

            海海上上公公試試運運転転海海域域にに向向かかうう「「SSUUPPEERR  LLIINNEERR  OOGGAASSAAWWAARRAA」」（（三三井井造造船船由由良良工工場場沖沖））        試験風景（操縦室内）                    

          

           ●問合せ先 総務課企画政策室 ２－３１１１ 

ＴＴＴＳＳＳＬＬＬ   コココーーーナナナーーー   ＶＶＶＯＯＯＬＬＬ．．．１１１３３３   

☆ 「SUPER LINER OGASAWARA」の支援策が１８年度概算要求に盛り込まれました 

☆ 「SUPER LINER OGASAWARA」の海上公試運転が行われています 

最高速力試験には村長

も乗船する予定です。 

☆ 金融支援策などは引き続き実施します 



父島 定期予防接種 小笠原村職員募集締切

（毎月の予防接種とポリオ）

村道三日月線工事（～10/31）

入港日

母島 定期予防接種 介護予防体操教室申込締切

（毎月の予防接種とポリオ） 東京三弁護士会による法律相談（母島）

乳幼児健診・歯科健診（母島）

自転車の安全な乗り方コンテスト（父島）

入港日 東京三弁護士会による法律相談（父島）

父島動物巡回診療（～4） 高校図書館開放

高校図書館開放

敬老大会（父島）

敬老の日の集い（母島）

母島巡回労働相談 出港日

出港日 地域振興に係る補助事業申込締切

秋の全国交通安全運動（～30）

乳幼児健診・歯科健診（父島）

衆議院議員選挙・最高裁判所裁判官 入港日

国民審査 母島期日前投票所最終日 大腸がん検診申込締切

東京都自然ガイド講習会申込締切

入港日

衆議院議員選挙・最高裁判所裁判官 高校図書館開放

国民審査 母島繰上投票日

衆議院議員選挙・最高裁判所裁判官

国民審査 父島期日前投票所最終日 出港日

高校図書館開放

衆議院議員選挙・最高裁判所裁判官

国民審査 父島投票日・開票日 OWAインタープリター養成講座

産科・婦人科専門診療（母島）

ビジターセンター特設展

「イルカのためにできること」

入港日

出港日 村議会定例会（～30）

経済講演会（父島）

産科・婦人科専門診療（父島 ～16）

村民意見・提案・相談受付窓口
30 金

28 水

29 木13 火

6 火

9

12

金

月

20 火

火

土

26

27

水

22 木

21

月

4 日

月19

行　事　予　定日付 曜日

3

18 日

日付 曜日 行　事　予　定

日

10 土

23

月

土

7 水

14 水

24

11

15 木
木1

16 金

金

25 日

2 金

8 木

17 土

5

秋分の日

敬老の日


